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応急仮設住宅の供給について 

 
 

 

 

①応急仮設住宅の標準的な平面等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
②応急仮設住宅の供給者  
○ (社)住宅生産団体連合会が中心となって、各社協力して供給。 
 
③供給  
 ○ 岩手県が 18,000 戸､宮城県が 30,000 戸、福島県が 24,000 戸を当面の必要

戸数として、栃木県が 20戸、千葉県が 230 戸、長野県が 40戸を必要戸数と
して公表。（合計 72,290 戸） 

 
○ ３月14日に大臣より､(社)住宅生産団体連合会に対し概ね２ヶ月で少なく 
とも約３万戸を供給できるよう要請。 

  また、３月 15 日に各県の要請にこたえられるように供給の促進を要請。 
さらに、その後の３ヶ月で３万戸程度の供給が行えるよう、４月５日大臣 

より、供給の主力となる（社）住宅生産団体連合会に要請。 
（注）1戸当たり 30㎡、キッチンユニット、バスユニット、トイレ及び内装材は別途調達して現地で組み合 

わせることを前提とし、別途、現地での施工に 3週間必要。 
 
○ 岩手県、宮城県、福島県の３県に対し、建設用地の確保要請及び建設支援
のため、３月 12日より国土交通省職員４名を派遣するほか、３月 17日より
11 行政庁、都市再生機構からも現時点であわせて 45名の職員を順次派遣。 

 
○ 岩手県が48地区(3,843戸)､宮城県が49地区(5,370戸)､福島県が40地区
(3,159戸)､千葉県が3地区(230戸)､栃木県が1地区(20戸)､長野県が2地区
(40 戸)で着工。(合計:143 地区､12,662 戸着工済み、45地区 3,581 戸着工予
定､合計 188 地区､16,243 戸） 

 
○ 岩手県が3地区(226戸)､福島県が4地区(229戸)､計7地区(455戸)で完成。 
 
○ 住宅関連資材不足に対応するため、３月 17 日に農林水産省､経済産業省､
環境省及び国土交通省（事務局:住宅局）で対策会議を設置し､対応を協議。 

・３月 14 日に大臣より､概ね２ヶ月で約３万戸供給､さらに４月５日に､その後の

３ヶ月で､３万戸程度の供給が行えるよう､供給の主力となる（社）住宅生産団

体連合会に対し要請。 

 
 
（9 坪：約 30 ㎡、長屋形式、戸境壁は木質パネル 等） 

資料１ 
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住団連の生産能力と県の発注計画の比較

各県の発注計画 余力

（累計戸数） うち住団連分 岩手県 宮城県 福島県 その他

まで 10,662 10,662 10,662 3,486 4,266 2,655 255

平成23年4月19日

応急仮設住宅の発注計画について

住宅生産団体連合会は５月６日までに３０，０００戸以上の
生産能力を確保ずみ。５月中に３０，０００戸以上を完成さ
せることが可能。

さらに、７月末までに合計６２，２９０戸を生産でき、８月中
に完成させることが可能。県内業者建設分及び輸入住宅
分あわせて１０，０００戸を加えると、現在要請されている
７２，２９０戸が完成する予定。

一方、岩手・宮城・福島の三県の発注計画は５月６日まで
に２５，７３６戸で、なお、５，２２７戸の生産余力がある。

また、福島県については、６月半ば以降の発注計画が未
定となっており、いつまでに全体を完成させることが可能
か不明。

住団連の
生産能力

（累計戸数）時期

4月15日

住　　　宅　　　局

, , , , , ,

まで 16,652 16,236 16,236 5,761 6,530 3,655 290 416

まで 23,837 20,736 20,736 7,761 8,030 4,655 290 3,101

まで 30,963 25,736 25,736 9,761 9,530 6,155 290 5,227

まで 36,209 31,736 30,536 12,261 11,030 8,155 290 5,673

まで 39,709 38,036 35,336 14,761 12,530 10,455 290 4,373

まで 42,709 42,081 38,081 15,761 14,030 12,000 290 4,628

まで 44,941 45,681 40,381 16,561 15,530 13,300 290 4,560

まで 47,141 48,320 42,320 17,300 16,730 14,000 290 4,821

まで 49,341 50,220 18,000 17,930 290

まで 51,541 51,420 18,000 19,130 290

まで 53,741 52,620 18,000 20,330 290

まで 55,941 53,820 18,000 21,530 290

まで 58,141 55,020 18,000 22,730 290

まで 60,341 56,220 18,000 23,930 290

まで 62,290 57,420 18,000 25,130 290

以降 72,290 未確定 18,000 30,000 24,000 290

4月29日

4月22日

7月22日

5月6日

5月13日

5月20日

5月27日

6月3日

6月10日

6月17日

6月24日

7月1日

7月8日

7月15日

7月29日

7月30日

※岩手県の発注計画のうち、2,000戸の発注先は地元業者等

※福島県の当初計画14,000戸のうち、4,000戸の発注先は地元業者。追加された１万戸分につ
　 いては、発注時期・発注先等を検討中であるため、７月30日以降時点の累計戸数に計上。

※住団連の生産能力については、72,290戸のうち約１万戸が地元業者等によるものと仮定
　　して計上。
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